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御堂筋まちなみ誘導制度を適用し、現在 10 軒が建設され、新しい御堂筋のスカ

イラインの形成と、ゆとりある歩行者空間が創出されつつある。 
 
 

図 対象地域 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：大阪市 

  
 

建替え更新された事例の一部 

建築物の壁面後退により創出された 

ゆとりある歩行者空間 

撮影：大阪国道事務所

歩 道 4m の壁面後退 
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建築美観誘導制度 

z 本制度は、御堂筋の沿道において建築物の新築等を行う際に、建築物の配置や一

階部の形態、広告物などについて誘導を行っている。 

※御堂筋まちなみ誘導制度区間（土佐堀通～中央大通）は除く 

 
 

【対象区間】梅田～淀屋橋、本町～難波までの御堂筋に接する敷地 

 

【基本理念】 
  シンボルストリートとして多くの人々を惹きつける魅力的なまちなみに 

 

図 建築美観誘導制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大阪市 
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④ 彫刻 

z 御堂筋をアメニティ豊かな芸術・文化軸として世界に誇る彫刻ストリートとする

ため、人間賛歌をテーマとした 29 体の彫刻が沿道企業等の寄付により設置され

ている。 

 
図 彫刻設置図 

 
 

表 彫刻一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大阪市ＨＰ
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（３）御堂筋のイベント 

z 御堂筋では、良好な景観を活かして、大阪のメインストリートをより快適で賑

いのある空間にするため、市民や観光客の参加型のイベントが継続的に開催さ

れている。 

 
① 御堂筋オープンフェスタ（平成 15 年～） 

■概要 

z 御堂筋の新橋交差点(長堀通り)から難波交差点(千日前通り)までの区間約 850

ｍの車道（本線４車線、側道２車線）を歩行者に開放し、地域の市民団体等に

イベント活動の場を提供することで、広く一般の方々に御堂筋の新しい魅力を

発見する。 

 

■目的 

z 大阪のシンボルロード「御堂筋」の道路空間を活用して周辺地域の回遊性やに

ぎわいづくりを創出し、さらに御堂筋の魅力を発信し、にぎわい文化集客機能

の向上や大阪の都市再生を図る目的で実施している。 

 

■実施 

z 2003 年度から実施しており、2008 年では約 33 万人、2009 年では約 35 万人が参

加した。 
写真 たくさんの人で賑わう御堂筋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

撮影：大阪国道事務所 
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【参考】 御堂筋パレード（昭和 58 年～平成 19 年） 

■概要 

z （財）大阪 21 世紀協会主催であり、大阪市役所前から大阪髙島屋前までの御堂

筋 3.3km を舞台に、大阪府や大阪市、海外の姉妹都市、大阪府内の大手企業な

どが協賛したフロート（山車）、マーチングバンド、海外のおまつり、日本各

地の郷土芸能、民踊や子どもみこし等を用いたパレードである。 

 

■実施 

z 1983 年に大阪城築城 400 年まつりと、大阪 21 世紀計画のプロジェクト立ち上げ

を記念して開催され、御堂筋完成 70 周年記念の 2007 年（第 25 回）まで実施し

た。毎参加人数１万人前後、毎観客数 100 万人以上が集まった。 
 

写真 たくさんの人で賑わう御堂筋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：財団法人 21 世紀協会ＨＰ 
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② 御堂筋ｋａｐｐｏ（平成 20 年～） 

■概要 

z 「御堂筋パレード」から“市民参加“のおまつりへ転換し、御堂筋内のいたる

ところで開かれるイベントやミニコンサート、大阪の企業が開発した商品や全

国の特産品の販売など、観客が自由に見て回り、より一層の賑わいを創出する。 

 

■実施 

z 2008 年度から実施しており、2008 年では約 30 万人、2009 年では約 40 万人が参

加した。 
 

写真 たくさんの人で賑わう御堂筋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影：大阪国道事務所 

 




